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馬ねぶたが練り歩く
　８月26日の「馬ねぶたパレード」。色とり
どりの馬ねぶたが観衆を魅了しました。
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つがる市馬市まつり2018

馬 力 大 会
（亀ヶ岡公園）　　

市
民
イ
ベ
ン
ト
広
場

　人馬一体となり、高さ約４ｍの坂を駆け上
る。その迫力に、県内外から来た観衆から大き
な声援が上がりました。

　

郷
土
芸
能
の
発
表
や
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
な
ど
多
彩
な
ス

テ
ー
ジ
が
催
さ
れ
、
多
く
の
観
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

県
下
登
山
ば
や
し
大
会

よ
さ
こ
い
馬
市

―
か
つ
て
こ
の
地
は
「
け

か
ち
（
飢
渇
）
の
国
」
と

言
わ
れ
る
荒
れ
た
湿
地
帯

で
、
先
人
た
ち
の
壮
絶
な

新
田
開
拓
の
果
て
に
現
在

の
津
軽
平
野
が
あ
る
。
こ

の
地
を
人
々
と
共
に
歩

き
、
開
拓
に
尽
く
し
た
同

志
が
農
耕
馬
で
あ
り
、
新

田
開
拓
の
歴
史
は
馬
と
共

に
あ
る
―

　

新
田
火
ま
つ
り
は
、
亡

き
馬
の
「
鎮
魂
の
儀
式
」

と
し
て
毎
年
執
り
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
両
手
に
た
い

ま
つ
を
掲
げ
た
男
衆
が
、

開
拓
を
支
え
た
馬
へ
の
感

謝
を
込
め
て
狂
気
乱
舞
。

十
数
人
の
巫
女
が
か
が
り

火
を
灯
す
と
、
会
場
は
暗

闇
に
炎
が
浮
か
ぶ
幻
想
的

な
雰
囲
気
に
。
馬
ね
ぶ
た

に
火
が
放
た
れ
る
と
、
馬

の
魂
が
天
に
昇
っ
て
い
く

か
の
よ
う
に
、
激
し
い
炎

が
夜
空
に
舞
い
上
が
り
ま

し
た
。

新田火まつり
天に捧ぐ　新田開拓に尽くした

　　　　　　農耕馬へのレクイエム
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つ
が
ー
る
ち
ゃ
ん
が
優
勝
！

　

９
月
17
日
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
つ
が
る
柏
で
青
森
県

全
国
ゆ
る
キ
ャ
ラ
す
も
う
大
会
（
荒
谷
政
志
大
会
実

行
委
員
長
）
が
開
催
さ
れ
、
県
内
外
か
ら
来
た
22
体

の
精
鋭
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
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大
会
に
は
、
行
司
役
や
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援
団
も
含

め
て
総
勢
29
体
が
集
結
。
取
り
組
み
で

は
、
ゆ
る
ー
い
押
し
合
い
や
、
ゆ
る
く

な
い
豪
快
な
投
げ
な
ど
も
繰
り
出
さ
れ
、

会
場
は
大
歓
声
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

つ
が
ー
る
ち
ゃ
ん
は
、
地
元
の
声
援

を
受
け
て
大
会
初
戦
か
ら
登
場
。
過
去

５
回
の
大
会
で
は
、
昨
年
の
初
勝
利
が

唯
一
の
白
星
で
し
た
が
、
今
年
は
得
意

の
押
し
相
撲
で
あ
れ
よ
あ
れ
よ
と
決
勝

の
舞
台
に
進
出
。
決
勝
戦
で
は
、
身
の

こ
な
し
軽
め
の
ね
ば
っ
ち
（
十
和
田
市
）

を
相
手
に
、
押
し
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し
で
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事
勝
利
。
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年
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。
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。
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第
40
回
上
原
げ
ん
と
杯
争
奪
の

ど
自
慢
大
会
の
準
決
勝
、
決
勝
が

８
月
25
日
、
向
陽
小
学
校
体
育
館

で
開
催
さ
れ
、
約
２
０
０
０
人
の

歌
謡
フ
ァ
ン
が
予
選
を
突
破
し
た

歌
声
を
楽
し
み
ま
し
た
。
審
査
の

結
果
、
つ
が
る
市
の
井
上
喜
代
一

さ
ん
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　

多
く
の
ヒ
ッ
ト
曲
を
生
ん
だ
木

造
出
身
の
作
曲
家
・
上
原
げ
ん
と

を
顕
彰
す
る
大
会
。
こ
の
日
は
予

選
を
勝
ち
抜
い
た
32
人
が
準
決
勝

に
臨
み
、
う
ち
10
人
が
決
勝
へ
進

出
し
ま
し
た
。

　

井
上
さ
ん
は
、
決
勝
で
「
岩
木

川
」
を
歌
い
、
特
別
審
査
員
を
務

め
た
作
曲
家
・
若
草
恵
さ
ん
に「
心

に
響
い
て
感
動
し
た
。
言
葉
一
つ

一
つ
を
し
っ
か
り
表
現
し
て
い
て

素
晴
ら
し
い
」
と
高
い
評
価
を
受

け
ま
し
た
。

　

大
会
長
を
務
め
る
福
島
市
長
か

ら
優
勝
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
受
け
取
っ

た
井
上
さ
ん
は
「
７
度
目
の
挑
戦

で
優
勝
で
き
た
。
こ
こ
ま
で
来
ら

れ
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
」
と
喜

び
を
語
り
ま
し
た
。
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　須藤ナヨさん（木造永田）が8月15日、めでたく100歳の
誕生日を迎えられました。大正7年生まれのナヨさんは、牛
潟町出身。公務員と農業を兼業していた亡夫・時雄さんを支
えながら6人の子を授かり、孫12人、ひ孫15人、玄孫1人に
恵まれました。現在は木造の老人保健施設に入所中で、介護
職員や面会に来る家族の手を借りながら穏やかに過ごしてい
ます。
　8月23日、入所先の施設で市の白戸福祉部長からナヨさん
に顕彰状が手渡され、駆けつけた家族8人が祝福。記念品を
受け取ったナヨさんは「何入ってらば～？」と尋ね、周囲の
笑いを誘っていました。家族によると、食欲旺盛で何でも食
べることが長寿の秘訣とのことです。

　全国高校総体バレーボール大会で優勝した下北沢成徳高校
（東京都）3年の野呂加南子さんが8月31日、市役所を訪れ
福島市長に喜びを報告しました。
　野呂さんは木造福原出身。稲垣ジュニアクラブで全国3位、
稲垣中で全国16強など、小学生の頃から大舞台で戦ってき
ました。高校総体でも主力アタッカーとして躍動。チーム
が初戦から1セットも落とすことなく優勝する原動力となり、
大会の最優秀メンバー「ベスト6」に選ばれるほどの活躍を
見せました。
　野呂さんは「楽しかった。主力として勝ち取った優勝はう
れしい」と大会を振り返り、「実業団で力をつけ、日の丸を
背負って戦いたい」と日本代表への意欲を語りました。

　9月3日、木造中学校で第66回つがる市少年防犯弁論大会
が開催され、市内5中学校から集まった11人が、非行防止な
どをテーマに壇上で熱弁をふるいました。
　審査の結果、1位に輝いたのは「一つの命」と題して発表
した松橋初果さん（木造中2年）。思春期教室をきっかけに
考えた命の大切さや親の愛情を受けて生きていることへの感
謝を堂々と語りました。松橋さんは「みんなが状況を想像で
きるように抑揚をつけて表現した。お母さんにありがとうと
伝えられてよかった」と振り返りました。
　2位には材木谷菜摘さん（木造中3年）、3位には吉田にこ
さん（柏中3年）が選ばれました。

　つがる市福祉顕彰式が9月6日、松の館で開催され、長年
連れ添った夫婦の節目を祝いました。今年市から顕彰された
のは、ダイヤモンド婚夫婦（結婚60周年）14組、金婚夫婦
（結婚50周年）17組です。式典では、福島市長が出席者に
顕彰状を手渡し「今日は共に支え合ってきた二人の一つの節
目。今後も豊富な知識と経験で市政へのご支援をお願いしま
す」と式辞を述べました。また、ともに88歳以上の夫婦29
組に対し、西北地域県民局の竹島徹地域健康福祉部長が県知
事顕彰を行いました。
　式典後には、もりた保育園と菰槌保育園の園児がアトラク
ションを披露。元気に踊る子どもたちの姿に、出席した夫婦
らが笑顔で拍手を送っていました。
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家族に囲まれ笑顔を見せるナヨさん

ナヨさん100歳おめでとう

優勝を報告した野呂さん。右は稲垣町バレーボール協会の
岡本幸剛会長

野呂加南子さんが高校総体Ｖ＆「ベスト６」

左から材木谷さん、松橋さん、吉田さん

明るく住みよいまちづくりへの思いを語る

顕彰状を受け取るダイヤモンド婚夫婦

共に歩んで50年、60年
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　9月16日、日本の凧の会秋季つがる全国大会が岩木川河川
公園で開催され、北海道から沖縄まで23都道府県から集まっ
た約200人の愛好家が、津軽の空で凧揚げを楽しみました。
　日本の凧の会と開催地の関係団体が主催する大会で、県
内ではこれが2回目。この日は風が弱く凧揚げが難しいコン
ディションでしたが、参加者は自慢の腕前を駆使して凧を舞
わせ、各地の伝統凧やアイデア満載のユニークな凧が空に並
びました。
　デザインや空での安定感などが審査され、最高賞である心
護杯は、小さな「すずめ凧」を揚げた柴田利昭さん（東京都）
が受賞。研究と努力によって実現した、軽量・コンパクト・
優れた飛翔性能が評価されました。

　むらおこし拠点館フラットを主会場に9月8日、地域安全
ウオーキングin車力が行われ、県内外から集まった約240人
が、心地よい汗を流しました。このウオークは、地域の防犯
と交通安全の啓発などを目的に開催され今年で15回目。ウ
オーク後の地元産食材を使った昼食やお楽しみ抽選会も毎年
好評です。
　この日は雨が心配されましたが、開始前には晴れ間がのぞ
く過ごしやすい天気に。参加者は5km、9km、15kmのコー
スに分かれてスタートし、黄金色に色付いた風景を楽しみな
がらゴールを目指しました。先頭でゴールした中村恭章さん
は「風が心地よくウオーキング日和だった。麦とろ飯としじ
み汁が楽しみ」と額に汗を光らせていました。

　県西部郵便局長会つがる部会（部会長・秋元純一車力郵便
局長）が9月18日、市立図書館が2周年を迎えたことを機会
に、市に10万円相当の図書一式を寄贈しました。
　同部会は、西北五地域の14郵便局長で構成され、これま
でも市へのLED防犯灯の寄贈や海岸清掃など、様々な形で社
会貢献活動を実施。図書の寄贈は、一昨年の図書館開館前に
続き、2回目となります。
　市役所で行われた贈呈式では、秋元部会長が「図書館の発
展に役立ててください」と福島市長に目録を伝達。福島市長
は「来館者数も順調に伸びている。更なる活性化のため大事
に使わせていただきます」とお礼を述べました。

　かしわこども園（鳳至真貴園長）とかしわあっぷるこども
園（山崎笑子園長）の年長児36人が9月20日、平滝沼にマ
ブナの稚魚を放流しました。これは、地域の子どもたちに自
然や魚に触れながら生態系を保全することの大切さを学んで
もらおうと、西津軽新田漁業協同組合（伊藤良二代表理事組
合長）が毎年実施しているものです。
　この日、水辺に並んだ園児たちは、バケツの中で泳ぐ稚魚
に「大きくなってね！」と声をかけながら優しく放流。魚が
見えなくなるまで手を振って見送っていました。かしわあっ
ぷるこども園の小山内大翔君（5歳）は「お魚を触ってみて
楽しかった。大きくなるのが楽しみ」と体験を振り返ってい
ました。
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自慢の凧を揚げる愛好家たち

津軽の空で全国の凧競演

ゴールを目指す参加者

地域を見守りながらウオーキング

目録を贈呈した秋元部会長

図書の充実に役立てて

マブナの稚魚を放す園児

園児がマブナの稚魚を放流
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12月3日から「稲垣ふれあいセンター」を開設します

稲垣出張所が稲垣ふれあいセンターに移転します

　旧木造高等学校稲垣分校を改築して、住民のふれあいと連帯感あふれる地域社会づくりを推進するため、稲
垣ふれあいセンターを開設します。
　センターの利用時間は9時から21時まで、閉館日は年末年始と毎月最終日曜日になります。
　また、稲垣公民館の図書をセンターに移動し、図書の貸し出しも行います。
　センターの利用受付は11月5日から稲垣出張所で受付します。
【問い合わせ先】稲垣出張所　電話46-2111　　　総務課　電話42-2111（内線341）

　稲垣ふれあいセンター開設に伴い、12月3日より稲垣出張所をセンター事務室に移転し、出張所業務を行い
ます。センター内にある稲垣出張所は、開庁時間が8時30分から17時15分まで、閉庁日が土・日曜日と祝日
と年末年始です。
　移転先　〒037-0104　つがる市稲垣町豊川宮川145-3
　　　　　電話46-2111　FAX46-2865（電話・FAX番号は変更ありません）
【問い合わせ先】稲垣出張所　電話46-2111　　　総務課　電話42-2111（内線341）

　　11月30日
　　稲垣公民館を閉館します
　地域の皆さまに親しまれてきた稲垣公民館は、
11月30日をもって閉館することになりました。
【問い合わせ先】
　教育委員会　社会教育文化課
　電話49-1200

出稼就労される方へ 広報つがる2018年9月号
12ページの訂正とお詫び

　出稼労働者手帳は、出稼ぎ先での身分証明のほか、就労の記録や　出稼労働者手帳は、出稼ぎ先での身分証明のほか、就労の記録や
労働条件の確認、健康の記録、失業給付を受けることなどに使用し労働条件の確認、健康の記録、失業給付を受けることなどに使用し
ます。また、それらの証明期限は、原則1年間となっています。ます。また、それらの証明期限は、原則1年間となっています。
　出稼ぎへ行かれる前には、市役所市民課、稲垣・車力地区の方は　出稼ぎへ行かれる前には、市役所市民課、稲垣・車力地区の方は
各出張所で就労届出をし、出稼労働者手帳の交付または証明を受け各出張所で就労届出をし、出稼労働者手帳の交付または証明を受け
てください。てください。
　手帳の交付を受ける方は、本人確認のできる免許証または保険証　手帳の交付を受ける方は、本人確認のできる免許証または保険証
を持参し、就労先の会社名や所在地をご確認のうえ窓口にお越しくを持参し、就労先の会社名や所在地をご確認のうえ窓口にお越しく
ださい。出稼就労予定者健康診断は、就労届を提出した場合のみ受ださい。出稼就労予定者健康診断は、就労届を提出した場合のみ受
診できます（3000円の自己負担有り）。職業安定所で失業認定を受診できます（3000円の自己負担有り）。職業安定所で失業認定を受
ける際には、稲垣・車力地区の方は各出張所で出稼台帳の交付を受ける際には、稲垣・車力地区の方は各出張所で出稼台帳の交付を受
けけて下さるようお願いします。て下さるようお願いします。
【問い合わせ先】市民課　電話42-2111（内線262、266）
稲垣出張所　電話46-2111　車力出張所　電話56-2111

バスの運行時刻に誤りがありました。
正しくは次のとおりです。ご迷惑を
おかけしたことを深くお詫びし、訂
正させていただきます。
訂正箇所
◆吹原線の近野行（五所川原方面行）

吹原発 近野着
(誤)15：58
(正)16：48 17：03

◆柏線の小中野行
イオンモール
つがる柏発 小中野着

17：15 (誤)17：36
(正)17：31
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　道路通行止めのお知らせ（木造松原地区）

選挙管理委員会　臨時職員募集のお知らせ

　木造松原地区では、老朽化した橋の架け替えのため、
工事区間を全面通行止めとします。
　工事が終了するまでは、ご通行される皆さまにご不
便をおかけしますが、周辺道路へ迂回してくださいま
すよう、ご協力をお願いします。
予定期間　　10月1日（月）～12月10日（月）
時　　間　　終日
場　　所　　市道停車場松原線  常盤橋の前後
施工業者　　有限会社つがる開発（木造大畑）
【問い合わせ先】土木課　電話42-2111（内線396）

応 募 方 法　　履歴書1部（市販の用紙を使用・写真貼付)を下記へ郵送または持参
受 付 期 間　　10月15日（月）～10月29日（月）※郵送の場合は10月29日（月）必着
受 付 時 間　　8時30分～17時15分（閉庁日を除く）
選 考 方 法　　面接（つがる市役所内で実施）
面接予定日　　10月31日(水)　一般事務応募者は13時30分～、投票所事務応募者は14時30分～
【提出・問い合わせ先】〒038-3192 つがる市木造若緑61-1　選挙管理委員会事務局　電話42-2540

職　　　種 一般事務 投票所事務
募 集 人 員 3人 12人

応 募 要 件
パソコンによるエクセル・ワードの事務が
でき、普通自動車運転免許証を取得してい
ること

パソコンの基本操作ができ、普通自動車運転免
許証を取得していること

勤 務 内 容 選挙事務補助 期日前投票事務

勤 務 場 所 つがる市選挙管理委員会（市役所2階） ●市民健康づくりセンター期日前投票所
●イオンモールつがる柏期日前投票所

勤　務　日 月～金曜日（土日の勤務日も有り） つがる市議会議員一般選挙、期日前投票期間中
（交代制で土曜日勤務有り）

勤 務 時 間 8時30分～17時15分（時間外勤務日も有り）

●市民健康づくりセンター期日前投票所
　8時15分～14時30分、14時15分～20時
●イオンモールつがる柏期日前投票所
　9時30分～15時、14時45分～20時

休 憩 時 間 12時～13時 勤務時間内の1時間

雇 用 期 間 平成30年11月5日(月)～
　　　　　　　平成31年2月8日(金)を予定 平成31年1月21日(月)～平成31年1月26日(土)

賃　　　金 時給800円（毎月末締め、翌月21日支給） 時給800円（毎月末締め、翌月21日支給）
休　　　暇 年次有給休暇あり なし
各種保険等 雇用保険 なし
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■若がえり健康教室　
開催日 【運動強度】　内　容

11月 9日（金） 【普通】姿勢を意識し、体を動かしながら１時間歩き続ける
11月19日（月） 【軽め】イスでの筋トレやストレッチ、ウオーキングの組み合わせ
11月26日（月） 【強め】「普通」よりも休憩が少なく、筋トレもあり、全身を使う

　　時　間　13時30分～14時30分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※申し込みは不要です。
　講　師　健康運動指導士　鬼武 由美子 氏
　持ち物　運動靴（外履き）、汗ふきタオル、飲み物、運動着

■トレーニングルームで健康づくり教室　
　健康度評価（初回指導）
　対　象　３０歳以上で特定健康診査を受けている方（通院している方は医師の同意を得ている方）
　内　容　インボディ（体成分分析）測定、握力測定、健康づくり目標の設定、マシントレーニングの基礎
　担　当　保健師、栄養士、健康運動指導士
　定　員　先着12人　※電話でお申し込みください
　日　時　10月22日（月）、11月1日（木）9時30分～11時30分
　持ち物　特定健診の結果、運動靴（室内用）、運動着、汗ふきタオル、飲み物、通院している方はお薬手帳
運動実践について
　健康度評価（初回指導）を受けた方は、運動指導員の指導のもと運動実践（マシンを使ったトレーニング）
に参加できます。日程等については、健康度評価の後にお知らせします。

【申し込み・問い合わせ先】健康推進課　電話42-2111（内線307）

注意事項： ケガ等につきましては自己責任になります。病気等で通院している方は、主治医の許可をもらっ
てください。場所によって使用する運動靴が違いますのでご注意ください。詳細は、健康推進課・
健康づくりセンターに置いてあるチラシ、または市ホームページでご確認ください。

“市民健康づくりセンターで体を動かそう”

　吐き気のために受診される患者さんの多くは、確
かに胃腸炎や食中毒が原因です。典型的症状は、吐
き気の他に頻回の下痢を伴い、家族等周囲にも同じ
症状の方が複数いる場合です。
　しかし、吐き気の原因はいつも胃腸炎ではないと
いうことをお伝えしたいと思います。例えば、心臓
や脳の病気(心筋梗塞、脳卒中、髄膜炎、頭部外傷、
片頭痛など)や胃腸炎以外の感染症（尿路感染症や
肺炎）が吐き気の原因になってい
ることがあります。また、めまい
に伴って吐き気を催すことは珍し
くありません。この場合は、めま
いの原因を探求することが大切に
なります。また、胃腸炎以外の腹

部の病気、例えば、胆嚢（胆石胆嚢炎等）、胃（胃
潰瘍等）、腸（虫垂炎、腸閉塞等）、腎（尿路結石）
等も鑑別に挙げなければいけません。ストレスや薬
の副作用、妊娠、重度の糖尿病等が原因になってい
ることもあります。
　このように吐き気の原因は多岐に渡るため、医師
にとっても必ずしも診断は簡単ではありません。診
断の手がかりとして最も重要な事は、吐き気以外に
どんな症状を伴っているのか、過去の病気（既往
歴）、最近の薬剤服用歴です。
吐き気以外の情報を医師と共有す
る心構えが、あなたと家族を救い
ます。

吐き気の原因(胃腸炎ではない場合)

　健康万歩計は、西北五医師会が、皆
さんが健康で元気に過ごすための必要
な情報を提供し、ドクターからのアド
バイスを紹介するコーナーです。

今月のドクター

小笠原　幸裕 先生
ファミリークリニック☆希望 院長

広報つがる 2018.10月号
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　10月はピンクリボン月間 世界規模で乳がん検診の早期受診をよびかけています

農地基本台帳登載証明書の交付申請について

～　乳がん治療をされた方の体験談をご紹介します　～
　青山えい子さん（５０歳代）
　４年前の夏、市の乳がん検診の結果が届きました。「要精検」でしたが、自分で触っ
てしこりを感じなかったので受診しませんでした。そして2年後の検診でも同じ結果。
「多分、乳腺症だろう」と思い検査に行かずにいた矢先、ある症状が出始めました。
右乳頭の血の混じった分泌物です。職場の同僚からも強く勧められ診察を受けた結果、
乳がんと診断され、右乳房切除術となりました。幸い後遺症もなく、今では趣味の温
泉や運動教室に参加するなど元気に過ごしていますが、自己判断せずに精密検査を受
けることが大事だと感じました。

　乳がんは珍しくも、恥ずかしくもない病気です。自分と家族の人
生のためにも早期発見が大切。「身内に乳がんの人がいないから大丈
夫」と思わず、ぜひ検診を受けてください。

つがる市は、子
宮がん検診の費
用を全額助成し
ています。

　乳がんは、乳腺にできるがんで、日本人女性の11人に1人がかかると言われています（出典:国立がん研究
センターがん情報サービス）。30歳代から50歳代までの働き盛りの世代に多く、この年代の女性のがん死亡
原因のトップとなっています。しかし、早期に発見し治療をすれば、がんの中でも完治・生存率は高い病気です。
　市では、40歳以上の方に、2年に1回の乳がん検診を全額助成しています。ぜひ受診して、早期発見に努め
ましょう。
【問い合わせ先】健康推進課　電話42-2111（内線307）

　　　　　健康づくり講座

　　「婦人科の病気」
　婦人科に属する臓器は、女性ホルモンを分泌し、受精に必要な卵子を作り、胎児を育てるなど、大切な役割
を持っています。婦人科の病気は、年齢を問わず女性にとって様々なトラブルを引き起こします。
日　　時　10月25日（木）14時00分～15時30分
　　　　　（受付13時30分～13時55分）
場　　所　市民健康づくりセンター　健診運動ホール
申込期限　10月23日（火）
　【問い合わせ先】健康推進課　電話42-2111（内線307）

講　師
　加藤レディースクリニック産科・婦人科（つがる市）
　　　院長　加藤　充弘　氏

　農業用軽油引取税免税証交付申請に必要な「農地基本台帳登載証明書」の交付申請を受け付けしています。
個人の方は認め印、法人等は法人印等を持参の上、農業委員会（市役所3階）までお越しください。共同申請
の場合は「免税軽油共同使用者証」を、同一世帯以外の申請は「免税軽油使用者証」を持参してください。
※使用者証がない場合や共同使用者証の名義と農業委員会の経営主が異なる場合は、委任状を提出してくださ
い。
　また、農作業のうち基幹的な作業（専ら機械を使用して行われるもの）をすべて受託している農家で、免税
措置を受ける方は、「農作業受委託契約書」と個人の方は認め印、法人等は法人印等を持参して申請してくだ
さい。
　稲垣公民館、車力出張所、つがる出張所での受け付けは以下のとおりです。

場所 受付日時 備考
稲垣公民館 10月25日（木）9時30分～16時 「耕作（農作業受委託）証明」は交付でき

ません。車力出張所 10月26日（金）9時30分～16時

つがる出張所
(ｲｵﾝﾓｰﾙつがる柏内)

毎日（12月29日～1月3日を除く）
　10時～19時

「共同の場合の台帳登載証明書」と「耕作
（農作業受委託）証明」は交付できません。

【問い合わせ先】農業委員会事務局（市役所3階）　電話23-3622

私が伝え
たいこと

広報つがる 2018.10月号



広報つがる 2018.10月号 12

高齢者インフルエンザ予防接種協力医療機関
医療機関名 電話番号 接種受付期間 受付時間 備　　考

尾野医院（稲垣） 46-2059 10月15日～
　Ｈ31年 1 月15日

 ８：30～12：00
16：00～17：30

月・火・木・金曜日は午前と午後
土・日曜日は午前のみ
（水曜日、祝日は休診）

加藤レディース
　　クリニック（木造） 26-7068 11月 1 日～

　Ｈ31年 1 月15日
  8：30～11：00
14：00～16：00

月曜日は午前と午後
火・水・金曜日は午後のみ
木・土曜日は午前のみ
日曜日、祝日は休診

誠仁会尾野病院（木造） 42-2133 11月 1 日～
　Ｈ31年 1 月15日

 ８：30～11：00
13：00～14：30

月曜日～木曜日
木曜日は午前中のみ
事前予約制（祝日は除く）

ファミリークリニック
　　　　☆希望（車力） 56-2148 10月15日～

　　　　12月28日
毎年、予約制で実施しています。
クリニック受付か電話で予約をお願いします。

山内クリニック（木造） 42-7171 10月15日～
　　　　12月26日

 ９：00～11：00
14：00～16：00

診療時間内に予約が必要
日曜日、祝日は休診
水・土曜日は午後休診

みやしげ内科
　　クリニック（木造） 49-1123 11月 1 日～

　　　　12月 ６ 日 14：00～16：00 月～木曜日のみ（祝日は除く）

つがる市民診療所（木造） 42-3111 11月12日～
　　　　12月21日

14：00～14：30
接種開始14：30～

土・日曜日、祝日は除く
電話または窓口での事前予約が必要

現在、治療を受けている方は、予防接種を受けても良いか、必ず主治医に確認してください。
接種当日は、事前に自宅で体温測定し、予診票の記載漏れがないか確認してご持参下さい。
一般外来の診察等により、接種開始が遅れる場合があります。　　　バスによる送迎は行いません。

「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が発行されます
～年末調整・確定申告まで大切に保管を～

　国民年金保険料は、所得税および住民税の申告において全額が社会保険料控除の対象となります。控除の対
象となるのは、平成30年1月から12月までに納められた保険料です。また、ご自身の保険料だけではなく、
ご家族の国民年金保険料を納付された場合も、合わせて控除を受けることができます。
　控除を受けるためには、納付したことを証明する書類の添付が義務付けられています。このため、「社会保
険料（国民年金保険料）控除証明書」が送付されますので、年末調整や確定申告の際に添付してください。
なお、「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」についてのご照会は、控除証明書のハガキに表示されて
いる電話番号にお問い合わせください。
【年金についての問い合わせ先】
弘前年金事務所　電話0172-27-1339　　つがる市市民課　電話42-2111（内線261・267）　
稲垣出張所　　　電話46-2111　　　　　車力出張所　　　電話56-2111

　※年金の請求など給付に関わる相談については、移動年金相談日もご利用ください。
　移動年金　　日時　11月28日（水）、12月26日（水）、1月23日（水）10時～15時
　相 談 日　　場所　市役所２階相談室　※事前の予約が必要です。
　弘前年金事務所　お客様相談室　電話0172-27-1309
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第14回つがる市総合文化祭 　11月3日(土)、4日(日)
◆舞台公演部門（会　場：生涯学習交流センター「松の館」）

11月3日（土） 11月4日（日）
 9 ：00 開会行事  9 ：00 稲垣大正琴サークル
 9 ：20 つがる宝生会（謡曲） 10：00 柏 健康レクダンスサークル
10：20 レディースつがる 11：00 稲垣歌謡クラブ
11：20 つがる逍遥会（日舞） 11：50 昼食・休憩
12：10 昼食・休憩 12：10 木造カラオケ教室
12：30 木造民謡愛好会 13：10 藤瑩会（日舞）
13：30 稲垣レクダンスサークル 14：20 コーラス　華
14：30 車力京和会（日舞） 15：30 木造高校OB吹奏楽団フレンドリー
15：30 歌謡教室こころうた 16：40 友志歌の会
16：40 蕾の会

◆作品展示部門
　☆会　場：生涯学習交流センター「松の館」　文化祭期間中を通して展示
●絵　画（ロビー）　　　　・木造チャーチル会　　　　　　　　・さくらファーム
●茶　道（二階和室）　　　・稲垣茶道表千家サークル（3日）　　・遠州流茶道木造支部（4日）
●生　花（二階視聴覚室）　・浅草遠州一濤流木造支部　　　　　・いけばな龍生派
　☆会　場：木造体育センター　11月3日（土）開会行事終了後～17時、11月4日（日）9時～15時
●写　真　・木造写真倶楽部　 ・森田写真クラブ　・木造フォト遊
●書　道　・書の会「玉華｣　　・車力書道会　　　・双龍書道会　   ・清影書道会
●絵　画　・稲垣木版画サークル
●手工芸　・車力牡丹の会　  ・つがるこよりの会　 ・わの会　 
●その他　・つがる市歴史散歩の会　 ・旧家模型クラブ　・つがる市盆栽会
◆縄文住居展示資料館カルコ無料開放《11月3日、4日》　・つがる縄文の会
◆西北市町対抗囲碁大会《11月4日（日）9：00～16：00 稲垣公民館》　・つがる市囲碁愛好会
◆行政相談コーナー開設《11月3日、4日10：00～15：00 松の館ロビー》　・つがる市行政相談委員
【問い合わせ先】
　つがる市文化団体協議会　尾野史郎　電話090-7561-1544　川嶋大史　電話090-8781-7486

つがる市文化施設が入館無料
入場無料の対象となる施設は次の施設です。歴史文化に親しむ場として、ふれあいの場としてご利用ください。

■縄文住居展示資料館「カルコ」
開館時間　9時～16時
住 　所　木造若緑59-1
電 　話　42-6490
休館日　月曜日（10/22、10/29)

期間　10月20日(土)～11月4日(日)
ただし休館日は除く

■木造亀ケ岡考古資料室
開館時間　9時～16時
住 　所　木造館岡屏風山195
電 　話　45-3450
休館日　月曜日（10/22、10/29)

■森田歴史民俗資料館
開館時間　9時～16時
住 　所　森田町森田月見野340-2
電 　話　26-2201
休館日　月、火、木、金曜日
（10/22、10/23、10/25、
　　10/26、 10/29、10/30、　
　　11/1、11/2）

【問い合わせ先】教育委員会　社会教育文化課　電話49-1194

広報つがる 2018.10月号



14

つがる市民「みんなのカフェ」
参加してみませんか 

食育推進事業　第3回料理教室
根菜類を使った簡単にできる
　田舎料理、作ってみませんか

市立図書館　イベントのご紹介

　「みんなのカフェ」は認知症の方
やそのご家族、認知症に関心がある
方などが集って語り合える場です。
　気軽に立ち寄れるカフェとして、
介護の悩みを話し合うほかにも、介
護に関する講話や作業療法体験など
を実施します。コーヒーなどを飲みながら月１回の
ゆったりした時間を過ごしませんか。
日　　時　10月19日（金）13時～15時
場　　所　松の館1階　会議室B
対　　象　 認知症の方や家族、認知症や介護に関心

のある市民、医療・介護専門職など
参 加 費　100円（コーヒー代など、お代わり自由）
申し込み　不要
運営主体　認知症の人と家族の会
　　　　　（市認知症カフェ事業受託団体）
【問い合わせ先】認知症の人と家族の会
　世話人・秋田谷　090-3648-4322

　メニュー
　　田舎のおいなりさん
　　根菜類のきんぴら
　　セロリときゅうりの浅漬け
　　長芋のみそ汁
日　　時　11月15日（木）
　　　　　9時～13時
場　　所　松の館調理室
参 加 料　500円（当日徴収）
持 ち 物　三角巾、エプロン
申込期限　11月8日（木）
定　　員　26人
【申し込み・問い合わせ先】
農林水産課　電話42-2111（内線411）

参加者参加者
　　募集！　　募集！
市内在住の市内在住の
方ならどな方ならどな
たでも参加たでも参加
できますできます。

日　時 内　容 場　所

10月18日(木) 16時30分～17時 「つかってみよう　タブレット」 児童図書コーナー

10月21日(日) 11時～11時30分 「つがる市読み聞かせ隊によるおはなしひろば」
おはなし
コーナー10月27日(土) 14時～14時30分 「ALTによるえいごでおはなし会」

10月28日(日) 14時～14時30分 「図書館スタッフによるおはなし会」

11月 3 日(土) 11時～11時30分 「図書館スタッフによるおはなし会」

11月 4 日(日) 13時30分～15時 「図書館スタッフによる飾り作り講座」折り紙など
の身近な材料を使って、季節の飾りを作ります。 セミナー・学習室

11月 8 日(木) 16時30分～17時 「図書館スタッフによるおはなし会」 おはなしコーナー

11月11日(日) 10時30分～　　　11時30分
郷土学習講座『三新田神社の歴史』
　菅井 真澄 氏（三新田神社　宮司） セミナー・学習室

参加は全て自由です。お気軽にお越しください。
【問い合わせ先】市立図書館　電話25-3131

●10月の休館日：10月29日（月）　　　　　　　　　HPもご覧ください。　つがる市立図書館　で検索！

放送大学青森学習センター公開講演会　西北地域で今後期待される野菜品目について
　野菜づくりに興味のある方の参加をお待ちしています！
日　　時　　11月17日（土）午後１時30分～３時
場　　所　　市立図書館　セミナー・学習室
講　　師　　前田 智雄氏（弘前大学農学生命科学部国際園芸農学科教授　専門：蔬菜園芸学）
申し込み　　市立図書館カウンターまたは電話でお申し込みください
定　　員　　40人　参加無料
【申し込み・問い合わせ先】市立図書館　電話25-3131

広報つがる 2018.10月号



【材料】4人分
りんご・・・・・中1個
菊・・・・・・・20ｇ
きゅうり・・・・1本
笹かまぼこ・・・2枚
　　　酢・・・大さじ5
Ａ　　砂糖・・大さじ2
　　　塩・・・小さじ1/3

【作り方】
① 　りんごは洗ってすりおろし、Aに
漬ける。
② 　菊は茹でて水を切り、きゅうり・
笹かまぼこは短冊に切る。
③　②の材料を①で和える。

りんごのみぞれ和え
1人当たり：エネルギー71㎉、食塩相当量0.5ｇ

　大根おろしをりんごおろしにアレンジしたレシピです。りんごは空気に触れると変色しますので、すりおろして
すぐに調味することで変色を防ぎます。果物に含まれる食物繊維やビタミンは健康を維持するためには大切な栄養
素です。一日の適量を食べ健康の維持に役立てましょう。【目安量　バナナなら中1本、りんごなら大1/2個】

15

事前予約で市税等の収納窓口
延長相談を行います

地域一丸で交通安全を推進地域一丸で交通安全を推進 秋の全国交通安全運動
9月21日～9月30日

　電話などで当日の13時までに予約していただ
ければ、収納窓口を19時15分まで延長し、市税・
料金などの納付相談などを行います。
日程および受付窓口
10月15日(月)～11月14日(水)土日・祝日を除く
収納課（市役所1階6番窓口）
納付相談対象税等
市税、国保税、住宅使用料、下水道使用料、
介護保険料、後期高齢者医療保険料　　　など

「市県民税」第3期
「国民健康保険税」第4期
「後期高齢者医療保険料」第4期
「介護保険料」第4期
「住宅使用料」
「公共下水道使用料」
「農業集落排水処理施設使用料」
「利用者負担額（保育料）」
　　の納期限となっています。

　市税等を口
座振替で納付
いただいてい
る方は、納期
限までに口座
残高の確認を
お願いします。

10 月は
市税等は納期内に納めましょう

交通安全を誓った柴田子ども
　 交通指導隊

柴田地区あっちゃ～ずの標語発表

　秋の全国交通安全運動に先立ち、9月19日、イオンモールつがる柏で
「交通安全のつどい」が開催され、約200人の市民らが交通安全の意識
を高めました。
　つどいは、木造北こども園（新谷朋美園長）の園児らによる和太鼓の
アトラクションで開幕。市交通安全対策協議会長を務める福島市長は「自
分だけは大丈夫という考えをなくして、交通事故防止に努めてくださ
い」とあいさつ。つがる地区交通安全協会の片山德明会長が、地域住民
総ぐるみの交通安全対策が重要だとする県知事らのメッセージを市長に
伝達しました。

　また、もりた保育園こども交通指導隊、館
岡保育園子ども交通指導隊、柴田子ども交
通指導隊が踊りなどを交えながらそれぞれ
の誓いの言葉を述べ、木造柴田地区の有志
による「柴田地区あっちゃ～ず」が交通安
全を呼びかける津軽弁の標語を発表しまし
た。

【問い合わせ先】収納課　電話42-2111（内線222）
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分
か
ら
ず
交
渉
で
き
な
い
。

● 

森
林
の
所
有
者
が
分
か
ら
ず
、
山
が

荒
廃
し
て
い
る
。

● 

用
地
買
収
の
話
が
あ
っ
た
が
、
相
続

人
の
間
で
争
い
に
な
っ
た
。

● 

所
有
者
と
の
連
絡
が
取
れ
ず
、
災
害

復
旧
な
ど
の
緊
急
性
の
あ
る
工
事
が

遅
れ
る
。　

な
ど

　

ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
も
、

早
め
に
相
続
登
記
を
し
ま
し
ょ
う
。

問 
青
森
地
方
法
務
局
五
所
川
原
支
局

　
 

電
話
34

２
３
３
０
（
登
記
の
相
談

は
予
約
制
）
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そ
の
他

　

納
税
作
品
展
示
会

　

市
内
小
・
中
学
生
に
よ
る
納
税
作
品

の
展
示
会
を
開
催
し
ま
す
。

● 

開
催
日
時
▽
11
月
10
日
㈯
、
11
日
㈰

10
時
〜
19
時

※
10
日
10
時
30
分
か
ら
表
彰
式

● 

場
所
▽
イ
オ
ン
モ
ー
ル
つ
が
る
柏
２

階
イ
オ
ン
ホ
ー
ル

● 

内
容
▽
習
字
、
作
文
の
作
品
展
示

問 

つ
が
る
市
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

事
務
局(

市
役
所
収
納
課)

　

電
話
42

２
１
１
１(

内
線
２
２
２)

　

寄
せ
植
え
教
室

● 

日
時
▽
11
月
10
日
㈯
13
時
30
分
〜
15

時
●
場
所
▽
森
田
公
民
館
大
ホ
ー
ル

●
対
象
▽
森
田
・
柏
地
区
在
住
の
方

●
定
員
▽
20
人
程
度

● 

講
師
▽
「
グ
リ
ー
ン
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
」
櫻
庭
る
み
子
氏

● 

参
加
料
▽
１
５
０
０
円
（
材
料
費

込
）
※
教
室
当
日
に
納
入
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

● 

申
し
込
み
▽
11
月
５
日
㈪
ま
で
に
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
※

土
・
日
を
除
く
。

● 

持
ち
物
▽
エ
プ
ロ
ン
、
ゴ
ム
手
袋
、

移
植
ベ
ラ
、
雑
巾
、
新
聞
紙
５
枚
、

持
ち
帰
り
用
の
大
き
な
袋

 

森
田
公
民
館

　

 

電
話
26

２
５
６
６

 

「
架
空
請
求
」
は
、
決
し
て
相
手

　

に
連
絡
し
な
い
で
下
さ
い

　

最
近
、「
料
金
が
未
納
に
な
っ
て
い

る
。
連
絡
が
無
い
場
合
は
、
法
的
手
続

き
を
取
る
」
と
書
か
れ
た
ハ
ガ
キ
が
届

い
た
と
い
う
事
例
を
よ
く
聞
き
ま
す
。

　

身
に
覚
え
の
な
い
場
合
は
、
ハ
ガ
キ

に
書
か
れ
た
連
絡
先
へ
は
絶
対
に
電
話

を
し
な
い
で
下
さ
い
。

　

気
に
な
る
場
合
は
、
ま
ず
青
森
県
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談
下
さ
い
。

問 
青
森
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

電
話
０
１
７

７
２
２

３
３
４
３

 

鯵
ヶ
沢
病
院
休
診
の
お
知
ら
せ

●
眼
科
外
来
▽
10
月
18
日
㈭
休
診

●
整
形
外
科
外
来
▽
11
月
２
日
㈮
休
診

●
婦
人
科
外
来
▽
引
き
続
き
休
診

問 

鯵
ヶ
沢
病
院

　

電
話
０
１
７
３

72

３
１
１
１

　

 

つ
が
る
総
合
病
院

  

「
売
店
・
レ
ス
ト
ラ
ン
・
理
容
室
」

　

運
営
事
業
者
募
集

　

患
者
さ
ん
を
は
じ
め
と
す
る
利
用
者

等
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
図
る
た
め
、
平

成
31
年
４
月
よ
り
売
店
、
レ
ス
ト
ラ
ン

お
よ
び
理
容
室
を
運
営
す
る
事
業
者
を

募
集
し
ま
す
。

● 

募
集
資
格
▽
平
成
30
年
９
月
１
日
現

在
、
五
所
川
原
市
、
つ
が
る
市
、
鶴

田
町
、
中
泊
町
、
鰺
ヶ
沢
町
、
深
浦

町
に
住
所
ま
た
は
事
業
所
を
有
す
る

個
人
ま
た
は
法
人

● 

質
問
の
受
付
期
間
▽
10
月
9
日
㈫
〜

11
月
15
日
㈭

● 

参
加
申
込
期
間
▽
11
月
12
日
㈪
〜
11

月
20
日
㈫

● 

申
込
方
法
▽
申
請
用
紙
を
つ
が
る
総

合
病
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
、
つ
が
る
総
合
病
院
管

理
課
用
度
管
財
係
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

● 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
日
▽
10
月
1
日

㈪
よ
り

● 

選
定
方
法
▽
左
記
に
て
行
わ
れ
る
入

札
に
参
加
し
、
最
高
価
格
提
案
を
し

た
事
業
者
を
運
営
事
業
者
と
し
て
選

定
し
ま
す
。

●
入
札
日
▽
11
月
27
日
㈫

●
入
札
場
所
▽
つ
が
る
総
合
病
院

※
詳
細
は
、
つ
が
る
総
合
病
院
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問  

つ
が
る
総
合
病
院
管
理
課
用
度
管

財
係　

松
本 

電
話
35

３
１
１
１

　

事
業
主
の
皆
さ
ま
へ

「
働
き
方
」
が
変
わ
り
ま
す
‼

　

２
０
１
９
年
４
月
１
日
か
ら
働
き
方

改
革
関
連
法
が
順
次
施
行
さ
れ
ま
す
。

● 
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
が
導
入
さ

れ
ま
す
！
（
原
則
月
45
時
間
、
年
３

６
０
時
間
）
▽
２
０
１
９
年
４
月
１

日
〜
（
中
小
企
業
は
２
０
２
０
年
４

月
１
日
〜
）

● 

年
次
有
給
休
暇
の
確
実
な
取
得
が
必

要
で
す
！
（
時
季
を
指
定
し
て
毎
年

５
日
付
与
）
▽
２
０
１
９
年
４
月
１

日
〜

● 

正
規
雇
用
労
働
者
と
非
正
規
雇
用
労

働
者
の
間
の
不
合
理
な
待
遇
差
が
禁

止
さ
れ
ま
す
！
▽
２
０
２
０
年
４
月

１
日
〜
（
中
小
企
業
は
２
０
２
１
年

４
月
１
日
〜
）

問 

青
森
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
室

　

電
話
０
１
７

７
３
４

４
２
１
１

　

県
立
美
術
館
映
画
上
映　

「
特
集

　

〝
わ
た
し
の
家
族
、家
族
の
わ
た
し
〞
」

　

往
年
の
家
族
映
画
の
名
作
を
35
ミ
リ

フ
ィ
ル
ム
で
上
映
し
ま
す
。
上
映
作
品

は
『
煙
突
の
見
え
る
場
所
』『
こ
の
広
い

空
の
ど
こ
か
に
』『
裸
の
島
』『
名
も
な
く

貧
し
く
美
し
く
』
の
４
本
で
す
。

●
上
映
日
▽
10
月
19
日
㈮
〜
21
日
㈰

● 

前
売
料
金
▽
（
通
し
券
）
１
５
０
０

円
（
１
日
券
）
平
日
８
０
０
円
、
土

日
１
０
０
０
円　

な
ど

●
会
場
▽
県
立
美
術
館
シ
ア
タ
ー

※ 

上
映
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
・
チ
ケ
ッ
ト
購

入
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
事
務
局
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

県
立
美
術
館
シ
ア
タ
ー

　

電
話
０
１
７

７
８
３

５
２
４
３

　
第　

回
つ
が
る
市
体
育
協
会
会
長
杯

　

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

● 

日
時
▽
11
月
10
日
㈯
受
付
18
時
／
競

技
開
始
18
時
30
分

●
場
所
▽
サ
ン
サ
ン
ボ
ウ
ル

● 

対
象
▽
つ
が
る
市
に
在
住
、
通
勤
、

通
学
し
て
い
る
方

●
定
員
▽
66
人

●
参
加
費
▽
１
人
２
千
円（
２
ゲ
ー
ム
）

※ 

10
月
25
日
㈭
か
ら
販
売
す
る
前
売
券

を
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

 

松
橋
（
富
萢
町
）

　

電
話
56

２
８
５
３

　

サ
ン
サ
ン
ボ
ウ
ル

　

電
話
25

３
８
１
３
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タ
テ
・
ヨ
コ
の
問
題
を
解
い
て
い
き
、
Ａ
〜
Ｈ
の
文

字
を
探
し
て
こ
と
ば
を
見
つ
け
て
ね
！

ヒ
ン
ト　

 

亡
き
農
耕
馬
の
鎮
魂
の
儀
式

応募方法：ハガキに答え、住所、氏名（未成年の場合は保護者名も記
入）、年齢、広報つがるに対するご意見などを書き添えてお送りくださ
い。正解者の中から抽選で5名の方に「つがーるちゃんマグカップ＆ス
テッカー」をプレゼントします。（毎月25日締切※当日必着）
応 募 先：〒038-3192 つがる市役所　秘書広報課まで

９月号の答えは
「ブンカイサン」でした。
　25名様より応募していただきま
した。当選者は次のとおりです。
〔敬称略〕
石田弘子（木造）、對島哲代（木造）、
原田佳子（森田町）、松橋清治（柏）、
松橋ユリ（富萢町）

【
タ
テ
の
問
題
】

１
． 

旧
森
田
村
の
盆
踊
り
唄
〇
〇
〇
〇
節
。
裏
声
が
特

徴

２
．
干
支
３
番
目
＋
７
番
目
で
？

３
．
夕
日
が
圧
巻
「
し
ゃ
り
き
〇
〇
セ
ッ
ト
ド
ー
ム
」

４
．
感
覚
が
鈍
る
こ
と

５
．
五
穀
豊
穣
の
感
謝
祭

７
．
ひ
ど
く
困
る
。
〇
〇
〇
に
迷
う

８
．
祭
礼
に
引
く
、
様
々
な
飾
り
を
つ
け
た
台
車

11
．
昼
間
の
試
合
。
〇
〇
ゲ
ー
ム

12
．
晩
秋
か
ら
初
冬
に
吹
く
強
い
冷
た
い
風

13
．
毒
が
あ
っ
て
膨
ら
む
高
級
魚

14
．
実
る
ほ
ど
頭
を
垂
れ
る
〇
〇
〇
か
な

15
．
♪
秋
の
夕
日
に
照
る
山
〇
〇
〇
〜
♪

16
．
花
の
名
前
。
油
は
整
髪
料
な
ど
に
も
使
用

18
．
恵
み
の
雨
。
干
天
の
〇
〇

20
．
３
２
０
年
以
上
の
歴
史
。
出
野
里
〇
〇
踊

【
ヨ
コ
の
問
題
】

１
． 

大
相
撲
な
ど
で
勝
敗
を
表
す
〇
〇
〇
〇
表

３
．
読
み
方
問
題
「
秋
刀
魚
」

５
．
頭
〇
〇
足
熱

６
．
毎
年
10
月
31
日
に
行
う
外
来
の
祭

９
． 「
暇
」
ひ
ま
以
外
の
読
み
方

10
．
日
本
の
女
性
。
大
和
〇
〇
〇
〇

13
．
は
っ
き
り
わ
か
ら
な
い
こ
と

15
．
お
灸
に
使
い
ま
す

16
．
ず
う
ず
う
し
い
人
は
ど
こ
の
皮
が
厚
い
？

17
．
見
慣
れ
た
顔
。
顔
〇
〇
〇

19
．
叩
い
て
渡
り
ま
す

21
．
法
律
上
、
自
然
人
以
外
の
も
の

22
．
春
夏
秋
冬

　

ア
メ
リ
カ
プ
ロ
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
の
シ
ー

ズ
ン
が
始
ま
り
ま
し
た
。
ア
メ
フ
ッ
ト
は
、
ル
ー

ル
が
と
て
も
複
雑
で
用
具
が
高
い
た
め
か
、
海
外

で
は
ほ
と
ん
ど
普
及
し
て
い
な
く
て
、
本
場
ア
メ

リ
カ
に
い
な
い
と
雰
囲
気
が
い
ま
い
ち
つ
か
め
な

い
ス
ポ
ー
ツ
だ
と
思
い
ま
す
。
僕
は
ア
メ
フ
ッ
ト

が
大
好
き
で
、
つ
が
る
市
に
来
て
か
ら
は
観
ら
れ

な
く
な
り
ま
し
た
が
、
秋
の
到
来
と
共
に
ア
メ

フ
ッ
ト
の
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
で

は
た
く
さ
ん
の
物
事
が
秋
を
連
想
さ
せ
ま
す
が
、

そ
の
中
で
も
メ
ジ
ャ
ー
と
言
っ
て
も
い
い
と
思
い

ま
す
。
ア
メ
フ
ッ
ト
の
こ
と
が
頭
に
浮
か
ん
で
い

る
中
、
い
ろ
い
ろ
会
話
を
し
て
い
る
と
、
ア
メ
リ

カ
に
は
ア
メ
フ
ッ
ト
由
来
の
イ
デ
ィ
オ
ム
（
慣
用

表
現
）
が
多
い
こ
と
に
気
付
き
ま
し
た
。
一
年
間

つ
が
る
市
で
暮
ら
し
て
み
て
、
日
本
語
に
は
ア
メ

フ
ッ
ト
に
限
ら
ず
ス
ポ
ー
ツ
由
来
の
イ
デ
ィ
オ
ム

が
少
な
い
こ
と
に
気
づ
く
と
同
時
に
、
ア
メ
リ
カ

英
語
で
は
ス
ポ
ー
ツ
イ
デ
ィ
オ
ム
を
当
然
の
よ
う

に
多
用
す
る
こ
と
を
初
め
て
意
識
し
ま
し
た
。

　

他
の
英
語
圏
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
ア
メ
リ
カ

で
は
日
常
会
話
が
ス
ポ
ー
ツ
イ
デ
ィ
オ
ム
だ
ら
け

で
す
。
ア
メ
リ
カ
で
は
当
た
り
前
す
ぎ
る
表
現
な

の
で
、
そ
の
表
現
が
ス
ポ
ー
ツ
に
由
来
す
る
こ
と

を
意
識
し
な
い
こ
と
す
ら
少
な
く
な
い
と
思
い
ま

す
。
代
表
例
と
し
て
「H

ail M
ary

」(

ヘ
イ
ル
・

マ
リ
ー=

直
訳
す
る
と
「
聖
母
マ
リ
ア
よ
」)

と

い
う
ア
メ
フ
ッ
ト
に
由
来
す
る
イ
デ
ィ
オ
ム
が
あ

り
ま
す
。「H

ail M
ary

」
と
い
う
の
は
、
試
合
の

最
後
の
瞬
間
の
長
距
離
パ
ス
を
指
し
ま
す
。
ゴ
ー

ル
ま
で
は
程
遠
い
が
、
ゴ
ー
ル
に
た
ど
り
着
か
な

け
れ
ば
負
け
る
と
い
う
追
い
詰
め
ら
れ
た
局
面

の
、
至
っ
て
派
手
で
、
し
か
し
成
功
率
の
低
い
最

終
手
段
で
す
。
違
う
文
脈
に
応
用
し
や
す
い
表
現

で
、
主
に
必
死
な
最
終
手
段
を
指
す
場
合
が
多
く

て
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
よ
く
使
わ
れ
る
印
象
が
あ
り
ま

す
。
ア
メ
フ
ッ
ト
だ
け
に
限
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
ス

ポ
ー
ツ
か
ら
の
イ
デ
ィ
オ
ム
が
存
在
し
て
常
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
テ
ニ
ス(D

raw
 the line)

、
ボ

ク
シ
ン
グ
（O

n the ropes

）、
野
球
（H

om
e 

run

）、
ゴ
ル
フ
（A

bove par

）、
ア
イ
ス
ホ
ッ

ケ
ー
（D

rop the gloves

）、バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル（Slam
 dunk

）、チ
ェ
ス（Paw

n

）の
イ
デ
ィ

オ
ム
を
一
日
に
全
部
一
個
ず
つ
使
っ
て
も
全
く
お

か
し
く
な
い
し
、
ス
ポ
ー
ツ
に
関
心
の
な
い
人
で

も
言
葉
の
面
に
お
い
て
避
け
ら
れ
な
い
の
で
、
根

深
い
な
あ
と
初
め
て
実
感
し
ま
し
た
（
興
味
あ
っ

た
ら
例
に
挙
げ
た
イ
デ
ィ
オ
ム
を
調
べ
て
み
て
く

だ
さ
い
）。
逆
に
日
本
は
ど
う
か
と
同
僚
に
聞
け

ば
、
一
般
的
に
使
わ
れ
て
い
る
の
は
相
撲
に
由
来

す
る
表
現
（
猫
だ
ま
し
や
、
腰
砕
け
、
水
入
り
な

ど
）
が
多
く
、
一
般
人
が
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
の
表

現
を
多
用
す
る
イ
メ
ー
ジ
が
な
い
と
い
う
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。
僕
は
、
印
象
的
な
日
本
語
の
慣

用
表
現
や
熟
語
を
結
構
覚
え
ま
す
が
、
思
い
出
し

て
み
れ
ば
ス
ポ
ー
ツ
の
表
現
が
で
て
き
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

つ
が
る
市
に
来
て
か
ら
一
年
た
っ
て
初
め
て
思

い
ま
し
た
が
、
日
本
の
文
化
に
比
べ
た
ら
ア
メ
リ

カ
文
化
の
方
が
、
ス
ポ
ー
ツ
が
根
深
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
今
回
は
ス
ポ
ー
ツ
イ
デ
ィ
オ
ム
に
つ
い

て
書
き
ま
し
た
が
、
ス
ポ
ー
ツ
に
は
様
々
な
「
時

期
」
を
連
想
さ
せ
る
と
い
う
一
例
も
あ
る
の
で
、

次
回
は
ス
ポ
ー
ツ
に
ま
つ
わ
る
季
節
の
移
り
変
わ

り
の
感
覚
に
つ
い
て
書
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
イ
デ
ィ
オ
ム

〜
ア
メ
リ
カ
文
化
と
切
り
離
せ
な
い
ス
ポ
ー
ツ
〜

国
際
交
流
員　

デ
パ
オ
リ
・
ト
ー
マ
ス　
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※このページは有料掲載になっています。

法律相談を開催しています
　～個人では解決できない法律の問題や家庭問題等

お一人で悩んでいませんか？～　
期　日：平成30年11月14日(水)〈毎月第２水曜日〉
時　間：午後１時から４時まで
場　所：つがる市社会福祉協議会「相談室」
料　金：無料
※相談は予約が必要です。
※また、都合により期日が変更に
　なる場合もありますので、事前
　にお問い合わせください。
【問い合わせ先】
　つがる市社会福祉協議会木造支所（電話42-4660）

　お楽しみミニ湯治の会
　　11月の開催は下記のとおりです。

11月 対象地区
7日(水) 木造地区・越水地区・出来島地区

8日(木) 館岡地区・川除地区

9日(金) 出精地区・柴田地区

【場　所】しゃこちゃん温泉
【問い合わせ先】　
　つがる市社会福祉協議会木造支所（電話42-4660）

第14回つがる市社会福祉大会のお知らせ
　　　　　　◇期　日　11月10日(土）13時～15時30分
　　　　　　◇場　所　つがる市生涯学習交流センター「松の館」

つがる市生活相談支援センター
・生活に困っているけど、どこに相談したらいいの・・・
・なかなか仕事がみつからない・・・　　　　　　　　　　　　　　　■相談は無料
・仕事を辞めて家賃が払えない、住む家がない・・・　　　　　　　　■秘密は厳守
・生活保護の申請を考えている・・・
　生活やお仕事などで、悩んでいることはありませんか？
　つがる市生活相談支援センターでは、地域のみなさんが抱えている生活問題等を解決できるように支援して
いきます。生活の不安や悩みごとがありましたら、お気軽にご相談ください。
問い合わせ先：つがる市生活相談支援センター（つがる市社会福祉協議会内）
電話0173-42-5678（直通）・FAX0173-42-4686　開設日：月～金（祝日を除く）8:30～17:00

大会日程（予定)
１階　多目的ホール

12:15　受付
13:00　開会
　　　　　・オープニングセレモニー
　　　　　　車力小学校児童による発表
13:20　第１部「福祉の作文」
　　　　　・穂波小学校　・育成小学校　・柏小学校
　　　　　・稲垣小学校　・車力小学校　・森田中学校
13:50　第２部「式典」
　　　　　福祉功労及び援助者への表彰状・感謝状の授与
14:30　第３部「チャリティ芸能ショー」
　　　　　福祉団体による発表
15:30　閉会

★各種コーナー★
１階ロビー・ホール
　・ボランティア推進校活動紹介
　・福祉機器の展示
　・福祉相談、健康チェック（血圧測定）
　・災害・防災用品の展示（試食あり）
　・休憩コーナー

☆入場無料‼
　つがる市民どなたでも参加できます。

【大会事務局】
　つがる市社会福祉協議会(電話42-4886)
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●市の人口と世帯数(平成30年９月30日現在) ・人口 32,757人 (男 15,412人・女 17,345人)・13,572世帯

男の子 女の子 計
1　歳 8 人 4 人 12 人
2　歳 6 人 16 人 22 人
3　歳 6 人 12 人 18 人

10月生まれの子ども（平成30年9月現在）

12月
生まれ
写真募集中

対　　象　 平成30年12月に1、2、３歳の誕生日を迎える市内在住の子
掲載内容　 子どもの写真、氏名（ふりがな）、生年月日、住所（地区のみ）
応募方法　郵送または持参の場合：プリントした子どもの写真１枚に①子どもの氏名（ふりがな）②
生年月日③性別④住所⑤保護者氏名⑥電話番号を記入したものを添えてください。※写真データの持
ち込みは取り扱いできません。メールの場合：件名に「我が家のアイドル」と記入し、本文に上記①
～⑥を記入の上、写真のデータを添付して送信してください。応募締切は今月の末日。応募者多数の
場合は抽選とします。
【応募・問い合わせ先】　〒038-3192　つがる市秘書広報課
　　　　　　　　　　　 電　話　42-2111（内線557）　メール　koho@city.tsugaru.aomori.jp

｢国際交流フェア」開催 　姉妹都市協会では、異文化に触れ合いながら、バス
市・白老町・柏市との姉妹都市交流事業を広く知って
もらうため、国際交流フェアを開催します。
　今年も、大好評につき県内のALTやCIRなどが集ま
り、世界各国の料理を振る舞います。その他にもハロ
ウィーンバルーン作り体験、ミニゲームなど内容盛り
だくさん。ハロウィーンにちなんで仮装してきた方に
はお菓子もプレゼント！
　ご近所・お知り合い等お誘い合せのうえ、ぜひご来
場ください。
日　時　10月28日(日）10時～15時
場　所　松の館

【問い合わせ先】姉妹都市協会事務局（企画調整課）
　電話42-2111（内線353）

佐
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ら

くん
H29.10.9生(森田町上相野)

南
みなみ

　葉
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緒
お

ちゃん
H29.10.8生(木造桜木)

成
なり

田
た

 心
ここ

音
ね

ちゃん
H29.10.5生(稲垣町福富)

原
はら

　拓
たく

海
み

くん
H29.10.27生(柏桑野木田)

葛
か

西
さい

 紗
さ

瑛
え

ちゃん
H27.10.30生(木造柴田)

成
なり

田
た

 椿
つば

姫
き

ちゃん
H28.10.4生(柏広須)

秋
あき

田
た

 莉
り

凛
り

ちゃん
H28.10.5生(木造千代町)

田
た

村
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　光
あき

ちゃん
H27.10.19生(稲垣町沼館)

千
ち

葉
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 優
ゆ

光
き

秋
あ

くん
H27.10.8生(木造若宮)

會
あい

津
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 遼
はる

馬
ま

くん
H29.10.26生(柏桑野木田)

工
く

藤
どう

　央
おう

くん
H28.10.9生(牛潟町)

豊
とよ

沢
さわ

 遙
はる

斗
と

くん
H29.10.12生(柏桑野木田)

高
たか

谷
や

 逢
あお

叶
と

くん
H28.10.7生(木造赤根)


